
種子島の農業

種子島高校 ３班
メンバー： 名越悠人 倉橋明子 仙田沙也加 濱上朋佳 平川未來



〈私たちが農業を選んだ理由〉

農業の後継者が減っているため。

種子島の農業を持続させていくため。



〈SDGｓとの関連〉

9.産業と技術革新の基盤をつくろう



１種子島の農業の現状
２解決策
３まとめ

〈発表の流れ〉



〈種子島の農業の現状〉



年々農家数が
減ってきている。

https://www.city.nishinoomote.lg.jp/admin/soshiki/kikaku/kikakutyousei/other/4043.html



高齢者の農業人口が多い

https://www.city.nishinoomote.lg.jp/admin/soshiki/kikaku/kikakutyousei/other/4043.html



質問１ 将来農業をしたいと思いますか。

質問２ 「いいえ」と答えた人はなぜそう思いますか。

種子高生にアンケートを実施



将来農業をしたいと思いますか？
「いいえ」と答えた人はなぜ
そう思いますか？



1軒目



花農家の持田さんによると...

質問① 行政に求めるサービスは？

○災害時の補償制度
○花農家の組合



２軒目



西田農産の方によると...

行政に求めるサービスは？

質問① 工夫していることは？

○民間企業のマッチングアプリを利用して
外国人実習生を雇う。
○生産から加工までを企業内で行う。

質問②

⚪︎雇用者を再び増やす機会をつくること。
⚪︎流通のハンデをカバーできるもの。



解決策①

第六次産業を取り入れる



第6次産業とは・・・

1次産業と2次産業と3次産業が総合的か
つ一体的な推進を図り、農業や漁業の豊
かな地域資源を活用した新たな価値を生
み出す取組。



〈種子島のネット販売アプリを作る〉

○農家自ら商品の価格を設定できる農作物版フリマアプリ

○インターネット上で農家と消費者の取引が行われる。



〈種子島のネット販売アプリを作る〉

○農家側のメリット

○消費者側のメリット

・規格外の作物を商品にすることができる
・農家自ら価格、個数を決定できる

・規格外商品のため店頭で購入するよりも
安く商品を購入できる



解決策②

農家を支援する制度



1           1、移住者のための制度
・住宅や土地を貸し出す

→農業をしやすくする

2、補償制度
・災害時や流通面での補償

→農家の負担を減らし、経済が
安定する



解決策③

食育活動を積極的に行う



◯小中学校の行事の一環として農業見学や農業体験を
取り入れる。
◯職業体験をする。



まとめると・・・



1.第六次産業の促進

2.農家を支援する制度作り

3.食育活動を積極的に行う
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